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 超音速流れによる
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 による剪断力

や圧力変動が氷の剥離に
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ベンチュリ管拡大部で形成された によって水が凝固し，氷が生成されることを実証

氷の生成挙動はベンチュリ管拡大部・喉部等の形状寸法に依存し，

氷噴流洗浄は液滴噴霧流洗浄に比べ使用する を実現し，

氷噴流洗浄によって水では除去が困難である
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液滴洗浄時の実験条件

QG = 300 L/min

Distance：50 mm

Washing time：20 ~ 60 s

氷洗浄時の実験条件
液滴噴霧による洗浄に比べ，

✓ 水流量の大幅な低減 ( )

✓ で高い洗浄率

を実現

氷粒子によって


